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The notion of visible actiOl1S on complex manifolds is thι3 geometric conc!ition th乱t
every gen君ricorbit of品Liegroup in a COIln告ctedcomplex manifold meets a to主allyaal 
submanifold wi七h白omeproperties. It plays al imporもanもrolein a pmpagation th母oreln
of multipliciもy-freeproperty from fibers七oth己spaceof holon:orphic sections for a holo-
morphlc vector bundle， meanwhlle we can t児島，t80me cl旦8sicuLi百groupdecomposition 
もheor邑msusingもhisidea. 80 iもisimport品nt.to呂もudythe structur部 ofsuch乱totallyr邑乱l
submanifolds. Inもhispaper we pmve thaもtheaction on乱nyirreducible multiplid色y-free




ている(図l.ltま照).この幾何的性慣は JR20X 81 -;. JR2が全射であることを示し， lR2の樋分解を
与えていることに対応する また，G = 8L(2， JR)は上半平面行+ニ {z= :r+ゾ-lyE IC: y > O} 
に1次分数変換として作用する(この作用は非線型であることに注意する): 
臼Z十 b (日わ¥
9・z=一一一寸 9 =! .~ ~ )ε~ε 冗十・cz十 a ¥ c a j 
Gの部分群を
f{ = 80似た{( ~λ)α> O}フ N=((;:):25R)
とする このとき p 万+における Gの作用をその部分群 K，Aぅ N に制限して得られる軌道は
それぞれ{J=Tr:O<ぺ 1}，'H~ 二 {z E冗+ー Izl = l}，戸lJR+と1回ずつ交差してい
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ることが分かる(図1.2-1.4). このことは，複素上半平面行+がエルミート対称空間 G/Kと
G/I< ;:;:冗+， gK円 g.v'士Tであることを用いることで，Kの作用から Cartan分解G=KAK


















Definition 1.1 ([Ko04]， [Ko05a]). Lie群Hが連結な複素多様体 Dに正則に作用しているとす
る.この作用が強可視的である (stronglyvisible)とは，次の2条件を満たすことである.
(a) Dの部分多様体Sが存在して，次の (V.l)を満たす。
(V.l) D':= H . SはDの開集合である.
(b) さらに，D'上の反正則微分同相σが存在して，次の (8.1)と(8.2)を満たす.
(8.1)σIs = ids・
(8.2)σ(H・:1:)= H ':1: (VxεD'). 
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Remark 1.2. JをDの複素構造とするとき， Definition 1.1を満たすSは自然にもotallyrealに
なる.つまり，任意の:r:ES1こ対してTxSnみ(7:"S)ェ{O}を満たす.また，任意のxESに対
してみ(TxS)C Tx(H・.T)を満たすため，強可視的作用ならば可視的作用である ([Ko05a]参照).
Example 1.3.先程の例はこの観点から説明できる.ICにおける Tの作用(関1.1)は 8=
1Ft ¥ {O}， σを複素共役をとる写像とすると s このSとσによって強可視的であることがわかる.
同様に，吋十における Kの作用(図1.2)はSニ{ゾてひ :0く T壬l}，o'(z)二一芝(zε?七)に
よって ， A の作用(図1.3) は 8=H~ ， σ(z) = 1/玄 (zE冗によって P そして Nの作用(国1.4)








[Ko06b]など).連結な複素多様体 D上の正貝Ijエルミートベクトル束 V→DにLie群 Hが同変
に作用するとき，自然に正則な切断全体の空間 O(D， にHの連続表現が定義されるが，次の条
件を満たすとき.O(D， 内に実現fされたユニタリ表現は m1l1tiplicity-fr自である包
Fad 1.4 ([Ko05a]， [Ko06b])。上の設定において次の条件を満たすとする.
(1.4.a) HのDにおける作用は強可視的である ((V.l)-(8.2)を満たすSとσが存在する).さら
に， δ(九).σ(:r， )ニσ(h・x)(hEH，・EεD)を満たすHの若手間型Sが存在する.
(L4.b) :r E 8を任意にとる.このとき，:cにおけるファイパーνょはzにおける Hの固定部分
群の表現としてν2262:)ぽ)と mul七iplicity-free1こ既約分解される
(l.u) σはνの反正到来同型δまで持ち上げることができ，任意のzε81こ対してむ(ν'i1)= 






















Fact 2~1 成約なInllltiplicityイr間空間は表 2.1のように分類される D
トh Hc V 
η，q cn 
2 q c2口
3 80(1，予q 主的 cn 
4 SL(η，q S2(Cn) 
5 SL(n，C) 八2(C九)
6 8L(1η，q x S'L(n，q cm 0 rcn 
7 SL(2， q x Sp(n， q (1，ミ2) rc2⑧ rc2時
8 SL(3，q x ヲq(ηと2) rc3②rc2n 
9 SL(ηc，C) x Sp(2，q と4) rcn⑧ 1[:4 
10 Spin(7，q rc8 
11 S'pin(9， C) 1[:16 
12 Spin(lO，q rc16 
13 G2(q rc7 
14 I E6(C) 1[:27 
表2.1 既約multiplicity-free空間 (Hcx C， V) 
表 2.1について説明しておこう.
(1) Sp(凡 q={gεGL(2n，q: tgJgニ J}における Jは，
( 0 1 ¥ 
1 ニ t_:_'l O)， J:=diag(J1，...，占)
で定義する.
(2) 1[:ホは複素ベクトノレ空間 17にスカラー倍に作用する.
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(3) S2(!C勺は2次の対称テンソノレ空間を表し，SL(叫はS2(C叫)にg.(v③ω)二 g1③gω (gE 
SL(n，q，りヲ包jE によって作用する.
八2((;叶は2次の交代テンソル空間を表し， C)は に9(υ〈叫 =g1八gω (gε
SL(n， 叫~j.J ε(;") によって作用する。
(5) x SL(n， は(;'"@ (;叫に (9，h) . (1J③切)ニ g1J@ hw (g (三 h E 
vE Cm ヲ ωε (;n)によって作用する.
一方で，可約な場合は Benson-Ratcliffが [BR96]で Leahyが [Le]で分類をそれぞれ独立に




パクトな案型 Guが存在しB それはのコンパタトな実型を用いて Gu= Hu x Jrで表怠
れる。このとき Grcのコンパタトな実型の Vにおける作用が強可視的であるかどうかを判定
したのが，今回の主結果である.
Theorern 3.1 ([8a]). (Gc， V)を表 2.1にある既約ぽ空間とする このとき
のコンパタトな実型 Guの Vにおける作用は強可視的である e 特に， (V 宏満たす Sの
実次元は表 3.1にあるようにとれる.
Theorem 3.1はmultiplicity-freε 性から強可視性が成り立つことを主張している.逆に匂ついて
は， Fact 1.4をν=V x (;→ Vの場合に適用することにより成り立つことが分かる.









Corollary 3.3は [Ko06a]で提起された問題 ([Ko06a]，Conject.u陀 3.2)に肯定的な例を与えて
いる.
1つ例を挙げよう.自然数m、nはm.<nとして，(Gu， V) = (U(η1.) X U(η)， (;m③ (;'1)の場
87 
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2 1[:2n 1 
3 SO(n) x 'J[' (ηと3) I[:n 2 1 
4 U(n) S2(1[:処) n 1 
5 U(n) 八2(C叫) [1，/2] 1 
6 SU(m) x 8U(η) x 'J[' I[:m⑧Cη min(m，n) 1 
7 U(2) x 8])(1，) (1，三2) 1[:2②C2n 3 3 
8 U(3) x 8])(2) c3 o 1[:4 U 戸 3 
U(3) x 8p(n) (nと3) c3⑧c，η 8 3 
9 U(n) x Sp(2) (n三4) C司②c4 6 3 
10 Spi叫7)x 'J['







合を考えよう.8U(rn) x SU(n) x TのM(η/"n;1C)における作用は，
.9 ~ {C' ••• 'm 0 )は三'm~ o} (3.1) 
σ(X) =玄 (XεAl(m"n;lC) (3.2) 
によって強可視的である(表 2.1の6). この Sの実次元は m (= min(m，n))である.また， Tが
日calar倍に作用することから，U(m) >< U(吋~ SU(m) x SU(n) x ']['2の作用も (3固1)と(3.2)に
よって強可視的である
次に，最高ウェイト λニ (λ1，• • • ， .¥n)εZ九をもっコンパクト群Gの既約ユニタリ表現をπfで
表すとき， Cm ② Cね ~ jl，I(m，n;1C)上の多項式環は U(rn)x U(η)の表現として
iC[M(m，7l.jlC)]こ o m:; h)肘た)，MO) (33) 
入1:・2λm.;::o
と既約分解されることが知られている (GLm-GLηdllality).特に，各既約成分は分割(λ1フー汁λm)
によって決まる.分割全体の集合は ρ1ぃ •，Am)ト→ (λ1一入2，..，Am-l λm，Am)によって1'¥1'''
と同一視される.これより，最高ウェイトたちの作る自由 Abel半群の生成元の個数は mであり，
確かに dimJaSと一致している
Remar1王 3.4.(Grc， Iつが表 2.1の 1(ただし η三2)，2， 5 (ただし ηは奇数)， 6 (ただしmヂη)， 
9 (ただしn三5)，12の場合は，1[:ネの作用を除いても(つまり (Hrc，V)は)multiplicity-fr田空間
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であることが知られている.一方で，上記の場合は HuのVにおける作用は強可視的である.こ
のことは，Hu X l'の作用による軌道と Huの作用による軌道が一致することに起因するためであ





Case 1 3， 4， 5， 6， 12， 14の場合).この場合は，エルミート対称空間における強可視性の結果
から導かれる.
Case 2 (2， 10， 13の場合)。この場合は軌道空間が Ca<Je1と同じになることを示すことによって
証明される.
Case 3 8，9の場合).Gu = U(nl) X Sp(η2)， V = ([:nl⑧ ([:2n2 とおこう. (町川2)は表 2.1
の7，8，9のいずれかを満たす整数である.この証明は線型代数を用いて具体的に Sを求める.
Case 4 (11の場合).Gu = Spiηx 1'， V = ([:16の場合である.ここではめ?叩(9)をコンパタ
トな例外型単純Lie群F4の部分群として実現し， γを複素例外Jordan代数の部分ベクトル空間
J~3 として実現することで証明を行う.
4.2 Case 1 
先に 般的な記号を用意しておこう.簡約 Li巴群 Gに対して，Gの Carもan対合を Oとして




Fad 4.1 ([Ko05a] Theorem [Ko06d] Theorem 1.5). Section 4.2の設定の下で次が成り立つ.
(1) }<てのエルミート対称空間GjKにおける作用は強可視的である。
(2) KはP1こ随伴表現として作用するが，この作用も強可視的である.特に.(V.l)一(S.2)を満
たすSとして pの極大可換部分空間 Eをとることができ， σは対合的なものがとれる.
中心が有限で、非コンパクトかっ単連結なエノレミート型単純Lie群Gは表 4.1のようになる
Caselの (Gu，V)は，表 4.1のある中心が有限で非コンパタトかっ単連結なエルミート型単純
Lie群Gに対して，Gu = J( かっ V~p を満たすことがわかる.この意味で (Gu ，v) をエノレミー
89 





ト型という よって.Fact 4.1の，引の強可視性から C呂昌吉 lの場合は示されたー
Remark 4.2. ヲV)=(U(71)?cn)の場合は.が原点を中心とする球菌に推移的に作用する
ことを利用することにより容易に証明できる.実際に，任意の vEVに対して適当な gEGuを選
べば 1';::0を用いて ρ =r凸と表されるため，各軌道はSzEZEKと交差する(特に {'rel: rとO}
とは 1回だけ交差する).これより 3 ぴとして複素共役写像をとることで強可視的であることが分
かる b また号次の Cas日2に分類されるも.(U(n)， Cn)と同様に証明さ
れる.
4.3 Case 2の謀関
ここでは=G2 X '][， V = C7の場合を考えよう.Cayley代数をe:とし，記0，.・ ，e7を¢
の標準基底とするとき，
e:~ := {マJニ町内十・ ω・十 :];'1e7εe::.rl，...，:1;7E民}= {:rεe:: Re:r: = O} 
で定義し，時をその複素化時⑧lI!Cで定義する.この時を γとする.G2は
G2 = (g E Autl!(e:) : (g:1:)(gy)ニg(;ry)(V沼、YE e:)} 
で定義されるコンパクトかつ単連結な単純 Lie 群である • 9 E G2はgeo= eoを満たすため，¢2
に作用する・ ZE e:gをzニ立白十J士Ty(:r，YE叫)と表そう.このとき，']['の作用によってzとυ
は¢上の標準内積
(:1・，y)ι=町Yo十・・・十 :1:7Y7 (:.ハYE ot) (4.1) 
によって直交すると最初から仮定してよい.
まず， G2の叫における作用から，適当なれ εG2を選ぶと rl;: 0を用いてg:1= rle4と表さ
れる.e4を固定する G2の部分群は SU(3)であるため，適当な g2E SU(3)を選ぶと 1'2とOを用
いての(glY)= 1'2el + Y4e4と表される.G2はSO(7)の関部分群であることから¢上の内積を保
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存ずるーよって，Y~ = 0でなければならない.つまり，g2g1Z = 7'1向十ゾ士号2elとなる。 ここでP
8C2エ{町内十ごT的:いとo}
とおくは80(7)の隣部分群であり， C嗣e1のTypeBD Iから xTのc7への作用
に関して，(V.l)-(S.2)を満たすSは実2次元であり宮 Sとしてをとることができる.つま
り， C7内のGzxTの作用による軌道空間は Tの作用による軌道空間と一致する.
このように， Casε2はCas巴lの結果に帰着でき， FD1:t 4.1によって強可視的である.Case 2 
の(Gu， を， Ca.se 1に帰着・できるということで弱エルミート型とよぶ.






で Gu= 1J(3) x 8p(n) ， V = C3③c2n e: 2n;q と2)の場合を挙げて証明の内容を見
ていこう.
Xε V = M(3，2n;qの行列成分を
、 、 、 、 ? ? ?
? ? ? ?
??
?
?? ? ???? ???? ? ? ?
、 、
?? (4.2) 
で表し，各行ベクトノレをそれぞれ X (.1:1， • • • ，:];2叫)ぅ ・目 z~ (Zl，・ ，Z2n)で表・すことにす
る。このとき，X の各行ベクト/レ弘y，zはc2nのエノレミート内積に関して直交していると仮
定してよい目実際に XX*は王手正定値エルミート行列であるから，適当な 9E 1J(3)を選ぶと
r'1三円三7'3と0を用いて g(XXつgホ=diag h.， 1'2， 7'3)と対角化できる.gXの行列成分を (4.2)
の右辺のように表すと，
、 、 、 ? ? ?
?? ? ?
?????????????????
? ????? ??????、? ??????? ?
これより，gXの各行ベクトルは直交していることがわかり，この gXを改めてX とおけばよい.
まず，n=2の場合を示そう:Gu = U(3) x 817(2)，γ=M(3，4;Q.817(2)の右作用により適
当な 1，1E 8p(2)を選べば，1'1と0を用いて xh11二 1'1teIと表される.817(2)の右作用は各行ベ
クトルの互交性を保存するのでp
/γ1 0 0 0 ¥ 
xhJlzi o ujuj u;i 
¥O z;zj zi/ 
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となる.次に，U(3)の部分群 (l}x1fx1fの左作用もまた各行ベクトルの直交性を保存し， 1行
目を不変にする.これより，適当なの ε{l}x1fx1fを選ぶと T2，町三 0を用いて
? ? ?
?






? ?? 。 。???
? ????↑?，???? ?
と表される.さらに，適当なh2モ{I2}x Sp(l) C Sp(2)を選ぶと刊さOを用いて
/1"1 0 0 0 ¥ 
(91Xhl1)h;;1 = I 0 1'2 0 1'4 1 
¥O T3zfZ11/ 




h31 = diag (e-FiB， eFi8， e-FiB， e，;=iB)εSp(2) 























o 0 0 ¥ 1 
1"2 0 1"'1 1: 1"1， • • • ， 1'6εlR， 1'21"3 + 1"41"5ニ o> 
1"3 1"6 1"5 I I 
とし， σを行列の各成分の複素共役をとる写像、とすることで，GUの Vへの作用は強可視的である
ことが示された.特に dimJR;S = 5である.
'Ii.ミ 3のときも，n= 2のときと同様の議論によって，適当な 9E U(3)とhE Sp(η)を選ぶと
、 、 、 ? 、









































































とすればよい.特に dim)RS = 6である e
なお.(U(2) x Sp(n)，M(2，2n;C))の場合のSは
((2;;;:::;);山
で与えられ，(U(n) x Sp(2)， lU(n， 4;c))の場合の Sは
rl 。。。。Tヮ 。r3 。r4 T5 T7 1"1， .• • ， Tg E lR 。T6 Tg T8 r2T4トT3r7= 0 。。。。 町内十 T31・8=0
T41'O + 1'51'9十 1'7T8= 0 
で与えられLるg
4.5 仁ase4 正明
最後に (Gu，V) = (Spin(9) x 1['，1[:16)の場合を考えよう.Cayl邑y代数¢上の:写像 7を Z
Co巴()十ー ..十 C7記7ε ¢に対して
T(Z)戸 coeo-(Clel十..・ 4向日7)
で定義し，
r f 6 :r:3 ぬ)¥ 1 
J = { X= I T(:r:3) ~2 :Ol 1: ~i E Rぅ XiE e:， i = 1，2，3 > 






??? ? ?? ??
?
??????↑ 」

















94 ATSUlVIU SASAKl 
とし，その複素化 Ji3③lPLlCを323で表す.323は16次元複素ベクトノレ空間である. この J~3 を
Vとする。記号を簡略化するために，z E止に対して F2(z)，F3(討を
=(jjn ~(十 ii) 
と定めておく.これを用いると， 323={FUZ2)十九:Z2， Z3E と表される。
コンパタトかっ単連結な例外型単純Li君群れは3の自己向型群
F:1 = E Au七R o Yl = aX 0 ，Yε 
で定義され， はF4の部分群として
二 E_li4 : 
と実現できる。ただし=di昭 0，0)E -3cである.このとき， 3EはSpin(的の作用に
関して不変である。よって，は均の表現空間とみなせ，ゆえには Spin仰の表
現空間とみなせる.ZE をZ=x十Jご (X，Y E ;}~?)と表し，さらに X， Y E J~3 を




まず，Spin(9) の J~? における作用により，適当な g1 E Spi叫引を選ぶと Tl主Oを用いて
ニ T1F2(巴。)，つまり，
f 0 0 Tl eo ¥ f 0 Y3 T(Y2) ¥ 
91Z = 9JX 十戸Ig1Yェ I0 0 0 いに1I T(Y3) 0 0 I 
¥ rl eo 0 0 } ¥ Y2 0 0 } 
k表される (glY= F2(Y2)十F3(1}3)と表した). 
次lこ，Spin(7) C Spiη(9)について説明しよう.Spin(8)は3上の自己向型の部分群としての実
現と¢上の実線型写像の組からなる群としての実現があり，それらはLi告訴ーとして同型である.
Spin(8) = {g E F4(lR) : gE包ニ Ei(i=1，2，3)}
ご {(91，92，93)E SO(8)3 : (92:[;)(g31) =ιg1 (:r;y) (V:r， yεlt)}. (4.3) 
ただし， Ez = diaε(0，1，0)， E3 = diag (0，0，1)とし， κ9:ニ TgTとする.なお，(91，92，93) E 
SO(8)3が任意のお，Y E ltに対して (92:1:)(93Y)ェ κ91(:r;y)を満たせば (91:1:)(92Y) =花ぬ(:ry)を満
たすことが知られている (cf.[YO]).特に Spiη(8)はSpin(9)の部分群である.一方で
Spi叫7)ご {gE SO(8)‘ヨgε SO(7)叫.(9:1:・)(gy)=互いy)(V:r， yεlt)} 
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であるため，
<-" Spiη(8)， 9日 (1τ9，9，9) (g E 
によって， 8戸はSpi叫8)の部分群とみなせる@よって， (4劫の伺型によって Spin(7)は
の部分群とみなせる.Spin(8)は3に




f 0 Y3 ¥ / 0 
5・I 0 0 I = I 7(9Y3) 0 
¥ Y2 0 0 J ¥ 9Y2 0 
F2( eO)を画定するの部分群は の作用から，適
当な 92ε を選ぶと 1'22':0を用いて =1'zeoと表される。さらに，巴oを固定する




I 0 0 1'1 eo ¥ (0 1'2 eo 
9s?h91Z = I 0 0 0 i +V:二1 拘 O
¥ 1'1 eo 0 0 J ¥ Y~内十 7'3e4 0 
? ? ? ? ? ?
??????
?




























は J~3 内の (Spin(9) x 11')ー 軌道と交差する.つまり (V.l)を満たす.
J~3 上の反正則微分間相を構成しよう. cεCの複素共役をEで表し，z = coeo十・・・十C7巴7E Itc 
に対して，
ρ(z) = (可巴o十..固十 C3e3)- (可"'4-f・ 0・+Oie7) 
とする.このρを用いて
/ . 0 Z3 7(Z2) ¥ / 0ρ(Z3) 7(ρ(Z2)) ¥ 
σI 7(Z3) 0 0 I二 I7(一ρ(zs)) 0 0 I 
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Claim 4.3. X = Fz(eo + V=τ向)十九(v竺Tε0)εSとする.
(1) 任意のαε?に対してσ(αX)ε'lIXである.
(2) 任意の 9E Spin(9)に対してσ(g'X) E S1-的1(針。Xである.
まず，'lI'はスカラー 倍として作用するから， σ(αX)=万Xε 'lIXある.
次に，9 E Spin(9)に対して， σ(g'X)は群の作用のみを用いて表される.具体的には
{1;， 0 ¥ 
44=(J ム)うん=(-14，4，ι h4)εSO(8)3 
を用いて





Z3 T(Z2) ¥ f 0 
o 0 I = I T(-]，1，4Z3) 
o 0 J ¥ 14，4.1:2 
1内 T(Jfl)
と作用する.
Lemma 4.4。んは (4，3)を満たす.つまり.10 E 8pin(めである.
Pmo.f x，yε¢を任意の選ぼう， 14，4は(14，4:r)(I4，4Y)= 14，4(::ry)を満たす(つまり， 14.4 E G2で
ある)，また3κ(-h4)=-1いであるため.(-14，4:r)(I4，4Y) =κ(-14，4)(勾)を満たす.よって，
(-14，4，14，4， -14，4) E 8pin(8)となる. 日
Lemma 4.4と Spin(8)c Spin(9)より ，10g10εSpin(めであることが分かる.
以上より.(4.4)と (4，5)によってS戸η(9)x 'lI'の J~3 (ご1C16)における作用が強可視的である
ことが示された@
この節の最後に.Spin(9，Q の1C16における作用について整理しよう.
(1) 8piη(9ヲQは8pin(9)の複素化.1C16 = R16トゾ_lR16である.
(2) 8pin(9)はR16に既約に作用する，また， 815 C R16には推移的に作用し，11ε S15に対
して R16= Spin(9)・RVlとなる.
(3) V1 を国定する Spin(9) の部分群は Spin(7) であり • Srrin(7)のR16における作用は可約で
ある@実際に R16= (R EB R7) EBR8と日pliもし.Rには自明に， R7には Spin(7)の自然表
現として.R8にはSpin(7)が既約に作用するーまた，S7 C R8に推移的に作用し，り2E S7 
に対して R8= Spin(7) ， RV2となる.
(4) 112を間定する Spin(T)の部分群は G2であり ，G2のR16における作用は可約である.実際
にR16= (R EB R7) EB (R EB R7)とspliもし，民には自明に.R'iには既約に作用するまた，
S6 C R7に推移的に作用し，り3E 86に対して R7= G2・R1I3となる.
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これより，
8pin(9)・(lItVl+ J三i(lItVlEflR.V2 E[l]RV3)) = C16 
と表される.また.(4.4)で与えた Sは
8 =1皮肉十ゾ士i(lItV2 EflRV3) ~ 1It3 
と表される.ゆえに，11'の作用を考慮すると P
(8pin(9) x 1') • S = C16 
を得る.
5 [B革関:SU(2nj 1)の分解
最後に， Theorem 3.1およびその証明から Lie群の新しい分解が得られる.それを SU(2n，1)
を例によって説明しよう.
G = SU(2n， 1)， K = U(2n)， Hニ Sp(n)とする. このとき K)はエノレミート対称対.Hは
Kの部分群であるが，(G，H)の複素化 (SL(2n十 1，q，8p(n， q)は対称対でないspherica.lpair 
である.9ニ Lie(G)， ~ニ Lie (K) とし， 9 の Carta.n 分解を g=~十p で表す.このとき， p ご C加
である.Hはpに随{半表現として作用するが，これは Hのc2nにおける標準的な作用と対応す
る.Theorem 3.1によって，Hのc2nにおりる作用はS=lIt凸と複素共役を与える写像σによっ
て強可視的である.ゆえに.I-lのpにおける作用は強可視的であり.a:= 1It(E1，2n+l + E2n-H，1) 
が各軌道と交差する.このc!はpの極大可換部分空間であることに注意するー
Dニ {zE C2n : tz玄く 1}
とおくと.Dはp~ c2nの有界対称領域であり，G = SU(2n， 1)はDにl次分数変換で作用する
， ( A I B ¥ 。
g.zェ (Az十B)(Cz+d)-l，g= (-長十一)E G， z E iC" ¥ C I d J 
特に Gの部分群 I-l= Sp(n)はDに線型に作用する.ゆえに.c2nの開集合Dにおける H叩軌道
もやはり Sと交差する.以上より .G/KとDはG/K→ D，gK，→9 ・0によって正則微分間相
であることから，I-lのG/Hにおける作用は強可視的である.特に，
( I cosh t 0 I sinh t ¥ 1 
A=目 pa = < I 0 I2n-1 I 0 1: t三o> 
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